
杉 原千
~畝

記 倉館

千畝が育まれた地域風土を、岐阜産

の総檜づくりと新伝統構法によつて

空間化。異境の地リトアニアと生誕

の地八百津の文化差異を表現し、時

空を超えて千畝の遺徳を柔らかく包

み込みます。木組フレームによる広

がりのある展示室、子lК高な千畝の執

務室、八百津の町を見晴らす展望室

で構成されてtヽ ます。
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“世 界 に奏 で る平和 へ の ビザ "

モ ニ ュ メン ト

真実を見つめ、千畝が書き続けた幾

枚もの『命のビザ』を重ね、希望の

光を反射させながら空へとのびて

いくモニュメント。

千畝んヽ教えてくれた「人間愛」の心

が響くように、訪れる一人ひとりの

手によつて平和への鐘を世界へ、そ

して次世代へ向かって奏でてくだ

さtヽ。

■開館時間 /9:30～ 17:00

■体 館 日/毎週月躍日、年末年始

(祝 日または振替休日の場合は翌日 )

■入館料金

.ⅢⅢ〒5‰解鳴塚冒鱈秘

ジ .. 
国道41号、美濃加茂市経由 60分

〒505-0392 岐阜県加茂郡八百津町八百滓3903‐ 2

80574-43-2111(代 ) FAX 0574-43-0969
【′す、一ムページ】http:〃 WWW・ town.yaotsu.lg.Jp
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大人(高校生以上 ) 300円
個人

小人(小中学生 ) 100円

大人(高校生以上 ) 200円
団体

(20名以上 )

小人(小中学生 ) 50円
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The Chiuno Sugihara Memorial卜 Iall



ハ百津で生まれた千畝の生い立ぢ
1900～ 1922 各地における千畝の仕事

ごく普通の人であった千畝が、

人F日日として偉大な行為を行うことが

1900年、千献はごく一般の環境

と家庭の中で生まれ育ナっました。

英語教師となる夢を目指し勉学

に励みますが生活が苦しくなり、

公費で勉強ができる外交宮冨学

生試験に、猛勉強の末合格しま

した。そしてロンア語研修生と

して、人生の方向転換をしたの

です。

1923～ 1940

ハルビンにてその能力を見込まれ、千畝は

外交宮としての希望ある一歩を踏出します。

できナE宅 のとは 一方、ヨーロッパでは

ヒトラーによるナチの

独裁が始まり、ユダ古フ

人の命が脅威にさらさ

れはじめていました。

千畝の努力Ⅲ葬軟古・勇免を共日る。 哲
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！刀とび‐単押駒
千畝から学船

満州□外交部勤務8きの干畝。

ー
杉原―家 (後列中央メ〕1千畝)

リトアニア・カウナスに、日本

領事館開設を命じられた千畝は、

同時にソ連からの情報を集める

ことを命ぜられます。戦争の激

しくなったこの頃、ヒトラーに

よるユダや人迫害も激しさを増

し、彼らの受け入れ先はほとん

ど無くなつてしまいました。

…
J

刀
′ そして 1940年、千畝にある決断

を迫られる出来事が起こります。
ナチの目をさんで逃げてきたユ

ダヤ人たちが、ヨーロッパノa｀ ら

逃れるために、日本への通過ビ
ザを求め、領事館前におしかけ
たのです。

「ユダヤ人入る

ベナJ｀ らず」と雷

かれた看板の前

で。  (1939)

領事館前でビザを求めるユダヤ避難民たち。 (1940)

サ
自分の決断Ⅲ  曇

手
`

法断の部長 1940
「あなたt決断してくだ古い」

ビザ発給後の千畝
「ビザを出してもいいですか。」日本の外務省へあてた電報の帰ってくる
答えは「正規の手続きア〕ヾできない者に、ビザを出してはいけない。」とい

1940～ 1947

帰国後、千畝には外交宮としての職場はありませ

んでした。二十数年後、千畝に一人のユダヤ人が

訪ねてきます。目に涙をうかべ、再会を喜ぶ彼の

うものでした。ビザを発

給しユダや人の命を救う
べきか、命令に従つて外

交宮としての輝かしい道

を守るべきか。千畝は悩

み、そして一つの答えを

出したのでした。

あなたは、ここでどんな

決断をしますか ?

の 千畝の肉戸が間|す ます。

手には28年前リトアニア

領事館で判が押され、そ
の後、彼の人生を支えて

きたであろうボロボ回の

ビザが、大切に大切に握
りしめられていました。 ブコレハフテイク元宗教大臣と。(1969)
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千畝の、個人の利害

に捕われない人間愛

に,商ちた澄んだ心を、

透明なガラスパネル

として表現し、彼の

生)屋を時代を追つて

亥」みました。
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■
■900 1月 1日 父好水と母やつの二男として出生。

(本籍:岐阜県加茂君|八百津町八百津)

人百津町で幼少時代を週ごし、その後、父の仕
事の関係で二重県や名古屋市で生活する。
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愛知県立第五中学校を卒業後、父の希望に
より京城医学専門学校を受験するも、白紙
答案を出し不合格となる。

早稲田大学に入学したが、1919年中退し外
務省の留学生としてハルビンに留学。

今、あなたは何を盛
今、あなたは何がで

早

．先

…

９３
…

９３
…
照

１

　

　

１

　

　

　

１

　

　

　

１

　

　

１

任外務書記生となり、2月 済州里在勘命令、
12月 にはハルビン在勤命令がでる。

満州国外支部特派員公署事務官となり、翌
年には北満鉄道の譲渡を巡リソ連との交渉
を始めa1035年 、日満ソ三国の協定が成立。

ツ連勤務を命じられていたが、ソ連から
入国を拒否され、フィンランドのヘルシン
キ公使館勤務になる。

リトアニアの首都カウナスに領事館開設を
命じられる。

ユダヤ人へのビザ発給により、
7月 、ユダヤ難民への日本通過ビザの大量
発給を始め、8月 26日 までに、計2139家
族に日本通過ビザを出す。
8月 29日 カウナス領事館を閉鎖。
9月 5日 カウナス駅より国際列車にてベル
リンヘ山発。
チェコのプラハ総領事館に動崎。

約6000人もの命を救つた

杉原千畝
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2月 28日 に、ドイツ領のケーニヒスベルク
総領事館勤務を命じられ、11月 にはルーマ
ニアのブカレスト公使館勤務を命じられる。

ブカレスト郊外の捕虜収容所に収監される。

4月 に帰国(九州博多)。 6月 に外務省退官。

杉原千畝 (1900-1986) 商社の事務所長としてモスクワ赴任。
以後、会社を三度変わつたが、引き続き現
地で勤務。

杉原千畝は、ユダヤ人へのビザ発給により約6千人もの尊い

命をナチス・ドイツの迫害から救つた外交官ですが、ごく一般

の環境と家庭の中で育つた普通の人でした。その普通の人が、

自国の文化を愛しながらも他国の人と共感できる国際人として

の資質を持ち、ユダヤ人大虐殺が行われた第二次世界大戦とい

う特異な環境の中で、人間として偉大な行為を行つたのです。

杉原千畝が生まれ育つた自然豊かな地に建つこの記念館で、

千畝の真の姿に触れてください。

あなたにも、努力・柔軟さ・勇気を持つて行動すれば、将来

においてきつと社会に貢献できるはずです。

千畝がビザを発結して助かったエンュリ氏
と28年ぶりに再会する。

難民時代に杉原が助けたバルハフティク
イスラエル宗教大巨から勲章を受ける。

麟

イスラエル「諸国民の中の醸 の人賞」
(ヤ ド・バシェム賞)を受賞。

日本人では最初 。

神奈川県鎌倉で死去。

●『命のビザ』を展系
千畝によつて、ナチス・ドイツ

から逃れることのできたユダ

古フ人が、「命の次に大切」と

語る『命のビザ』。

●‐デセ人の足跡

れ
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千畝が発給 した『命のビザ』

によつて助かつた人々の命の

軌跡を石板に表示。




